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《Touch or do not touch》（図2）は磁力を扱った作品である。壁の端から端まで伸ばしたワイヤーの片
側を壁に固定し、もう片方を磁石として、そのもう片方が壁から数センチ浮いた状態で静止しており、ピン
と張られたワイヤーが空間を緊張感で満たしている。オブジェクトとともにこの見えない力場で満たされた











（図2）”Touch or do not touch”、磁石、ワイヤー、2014年
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(図7)  Philippe Parreno “La pierre qui parle (The Speaking Stone)” , 2018
（図9） SANTIAGO SIERRA,  
“250 cm Line Tattooed on the back of six Paid People”, 1999











































































































































































 また、この作品は2019年の香港バーゼルでChau Tsz-kin Raphaelの手によって《Encompassing the Golden Calf》として再構12
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（図13） Thomas Ruff ”Porträt” 1988 (P. Stadtbäumer)
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